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1　一目統計

職員数

署所数 防火対象物数 危険物施設数 消防水利

消防署 2 署 製造所 1 件

分　署 1 署 貯蔵所 244 件

取扱所 122 件

消防車 救急車 特殊車両 その他の緊急車両

火災統計 救急統計 救助統計 災害受信件数

119番覚知　　4,805件

119番以外　　　402件

管内人口・世帯

198.63 ㎢ 1,078,333千円
職員定数　125 名 
実人員　　133 名 
（うち女性　5 名）

 水槽付消防ポンプ自動車  3台

 普通消防ポンプ自動車　  3台

特定防火対象物　　　557棟

非特定防火対象物　1,924棟

救助人員　 34人

指揮車　　 4台救助工作車　　 1台

死者　　　  2人 搬送人員　 4,210人

負傷者　　  2人

5,207 件

化学車　　　　 1台

資機材搬送車　 2台 消防ポンプ付救助工作車  1台

2,481 棟

消防ポンプ自動車 7台 高規格救急自動車 6台
（うち予備車 1台）

消火栓　　1,818 基

防火水槽　　256 基

その他　　 2台
水槽車　　　 　1台

発生件数　 34件 出動件数　 4,723件 出動件数　 46件

（令和4年12月31日現在）

管轄地域面積

人口　88,872 人

令和４年度当初予算

世帯　36,675 世帯

岩沼市

亘理町

山元町 予算
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2　管内の概要

当管内は、宮城県の太平洋沿いの南端部に位置し、岩沼市・亘理町・山元町の１市２

町をもって構成し、仙台市の中心部まで約２０キロメートルの距離にある。

交通は、国道４号と６号の結節点であり、鉄路はＪＲ常磐線と東北本線の分岐点とな

っており、更に東北の玄関である仙台空港が所在するなど交通の要所の地である。また、

常磐自動車道及び仙台東部道路が走行しており、広域交通網が整備されている。

地勢は、東部は太平洋に面し、西部は、なだらかな山地となっており、海と山に囲ま

れ、豊かな自然に恵まれた地域である。

岩沼市と亘理町を境とし、1級河川の阿武隈川が流れ、太平洋に注いでいる。

気候は、太平洋岸式気候で、太平洋を北上する黒潮の影響により、冬季においても比

較的温暖であり、「東北の湘南」と称されている。
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あ ぶ く ま 消 防 本 部 ・ 岩 沼 消 防 署

署所名 所在地 電　話　番　号

宮城県岩沼市末広一丁目６番３２号

署所名 所　在　地 電　話　番　号

3　あぶくま消防本部・署所の所在地

あぶくま消防本部
ＴＥＬ 0223(22)5189
ＦＡＸ 0223(22)5547

岩沼消防署
ＴＥＬ 0223(22)5172
ＦＡＸ 0223(22)5547

〒989-2426

〒989-2201

亘理消防署
ＴＥＬ 0223(34)1155
ＦＡＸ 0223(34)7758

亘理消防署山元分署
ＴＥＬ 0223(37)1185
ＦＡＸ 0223(37)1186

宮城県亘理郡亘理町字祝田３４番地２

宮城県亘理郡山元町山寺字石田１０番地１

〒989-2351

亘 理 消 防 署 亘理消防署山元分署
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 区　分

 市 町 別

5　消防庁舎の現況

※訓練場の面積3,859㎡は除く

昭和46年3月31日

昭和46年3月31日

鉄筋コンクリート
一部鉄骨造

２階建

亘理消防署
山元分署

2,390㎡ 426㎡
鉄筋コンクリート

２階建

亘理消防署 1,277㎡ 1,045㎡※

岩沼消防署
平成21年3月31日

消防本部・
3,216㎡ 2,690㎡

鉄骨造
（ＣＦＴ・制震構造）

３階建て

（令和4年12月31日現在）

署　所　名 敷地面積 延床面積 構　　　造 竣工年月日

88,872

山 元 町 64.58 4,818 5,899 6,047 11,946

合 計 198.63 36,675 43,847 45,025

33,270

岩 沼 市 60.45 18,670 21,602 22,054 43,656

亘 理 町 73.60 13,187 16,346 16,924

面　積 世帯数 　　　　人　　　　　口　　　　（人）

（ｋ㎡） （世帯） 男 女 計

4　市町別面積・世帯数・人口調べ　　　　　
（令和4年12月31日現在）
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年　月　日 内　　　　　　　　　　　　容

平 成 26 年 12 月 1 日 宮城県により岩沼市、亘理町及び山元町が消防広域化重点地域に指定

（岩沼市消防本部及び亘理地区行政事務組合消防本部）

平 成 29 年 7 月 27 日 岩沼市消防本部・亘理地区行政事務組合消防本部消防広域化協議会を設置

平 成 30 年 9 月 13 日 1市2町の議会において規約改正が議決

平 成 30 年 10 月 18 日 宮城県知事より許可書授与式

平 成 31 年 4 月 1 日 旧岩沼市消防本部と亘理地区行政事務組合消防本部が消防広域化により統合し

あぶくま消防本部が発足（消防職員定数125名　1消防本部、2消防署、1分署）

令 和 元 年 10 月 13 日 台風19号により被害を受けた丸森町に宮城県広域消防相互応援協定に基づき応

援派遣　13日間延べ　18隊　58名派遣

令 和 2 年 2 月 17 日 水槽付消防ポンプ自動車を岩沼消防署へ配備

令 和 2 年 2 月 20 日 消防ポンプ付救助工作車を亘理消防署に配備

令 和 2 年 2 月 21 日 消防広域化に伴い指令台を統合し運用開始

令 和 2 年 2 月 26 日 株式会社　仙南測量設計と「災害時における無人航空機（ドローン）の運用に

関する協定」を締結

令 和 2 年 4 月 30 日 岩沼市大規模倉庫火災発生（5月6日鎮火　焼損面積　43,836.39㎡）

出動隊　あぶくま消防本部　7日間延べ　129隊

　　　　宮城県広域消防相互応援協定に基づく応援隊　7日間延べ　265隊

　　　　消防団　3日間延べ　56台

令 和 2 年 9 月 12 日 NET119緊急通報システム運用開始

令 和 3 年 3 月 10 日 放水塔付消防ポンプ自動車を岩沼消防署へ配備

大型水槽車を更新し亘理消防署に配備

資機材搬送車を更新し亘理消防署に配備

令 和 3 年 3 月 24 日 岩沼市下野郷大規模その他火災発生（3月25日鎮火　焼損面積　7,607㎡）

出動隊　あぶくま消防本部　2日間延べ　27隊

　　　　宮城県広域消防相互応援協定に基づく応援隊　2日間延べ　38隊

　　　　消防団　2日間延べ　13台

令 和 4 年 1 月 25 日 高規格救急自動車を岩沼消防署へ配備

令 和 4 年 3 月 10 日 指揮車を亘理消防署に配備

令 和 4 年 11 月 29 日 高規格救急自動車を更新し亘理消防署山元分署へ配備

令 和 4 年 11 月 30 日 亘理町から高規格救急自動車の無償貸し付けを受け、亘理消防署へ配備

6　あぶくま消防本部沿革
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歴 代 階　級 名　　　前

平成31年4月1日

令和2年3月31日

令和 2年 4月 1日

令和3年3月31日

令和 3年 4月 1日

現 在 に 至 る

～

7　歴代消防長

初 代 消防監 菅 原 敬

二 代 消防監 二 階 堂 義 彦

在　　職　　期　　間

～

～

三 代 村 上 良 幸消防監
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(単位：千円）

令和４年度 令和３年度

給 料 425,305 409,132 16,173

職 員 手 当 304,453 304,156 297

共 済 費 149,288 150,116 ▲ 828

報 償 費 194 194

旅 費 2,572 2,442 130

交 際 費 80 80

需 用 費 56,164 46,654 9,510

役 務 費 14,013 11,982 2,031

委 託 料 9,764 9,536 228

使 用 料 及 び 賃 借 料 2,467 2,784 ▲ 317

工 事 請 負 費

原 材 料 費 145 145

備 品 購 入 費 49,364 51,439 ▲ 2,075

負 担 金 、 補 助 及 び 交 付 金 63,696 46,573 17,123

償 還 金 、 利 子 及 び 割 引 料 46 238 ▲ 192

公 課 費 782 1,017 ▲ 235

消 防 費 合 計 1,078,333 1,036,488 41,845

8　令和４年度消防予算（当初）

当初予算額

比較増減
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救 急 係

予 防 係

警 防 係

救 急 係

予 防 係

警 防 係山元分署

亘理消防署

警 防 係

救 急 係

庶 務 係

予 防 係
岩沼消防署

庶 務 係

消防長 理事 次長 指 令 課
第 1 指 令 係

9　あぶくま消防本部機構図

総 務 係
管 理 課

人 事 教 養 係

予 防 係
予 防 課

危 険 物 係

第 2 指 揮 隊

第 2 指 令 係

警 防 係

警 防 課
救 急 救 助 係

第 1 指 揮 隊
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10　消防本部・署分掌事務

消防本部分掌事務

管理課

総務係

⑴　公印の管理に関すること。

⑵　文書の収受発送及び保管に関すること。

⑶　条例、規則等の改廃及び公告式に関すること。

⑷　消防施設の整備計画に関すること。

⑸　予算の執行及び経理に関すること。

⑹　消防の総合計画に関すること。

⑺　物品の調達及び処分に関すること。

⑻　給与品及び貸与品の支給及び保管に関すること。

⑼　消防団に関すること。

⑽　消防長会及び消防協会に関すること。

⑾　その他の係に属さない事務に関すること。

人事教養係

⑴　職員の福利厚生に関すること。

⑵　人事に関すること。

⑶　職員の勤務に関すること。

⑷　職員の教養及び研修に関すること。

⑸　表彰に関すること。

⑹　消防職員委員会に関すること。

⑺　消防年報に関すること。

⑻　その他人事教養に関する事務に関すること。

予防課

予防係

⑴　防火防災思想の普及に関すること。

⑵　火災予防対策の推進に関すること。

⑶　民間防火組織の育成指導に関すること。

⑷　火災予防条例に関すること。

⑸　建築確認の同意に関すること。

⑹　消防用設備等の設置指導及び検査に関すること。

⑺　違反処理に関すること。

⑻　防火管理者及び防災管理者に関すること。

⑼　予防要員の育成指導に関すること。

⑽　予防技術者の認定に関すること。

⑾　その他防火防災に関すること。
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危険物係

⑴　危険物製造所等の許認可及び規制に関すること。

⑵　危険物製造所等による災害の予防対策に関すること。

⑶　危険物製造所等に関する予防査察及び違反処理に関すること。

⑷　火薬類の許可等に関すること。

⑸　液化石油ガス等に関すること。

⑹　その他危険物に関すること。

警防課

警防係

⑴　火災統計に関すること。

⑵　火災調査に関すること。

⑶　車両及び警防資機材の整備及び維持管理に関すること。

⑷　消防相互応援に関すること。

⑸　緊急消防援助隊に関すること。

⑹　消防計画に関すること。

⑺　防災訓練に関すること。

⑻　消防記録及び統計に関すること。

⑼　消防施設の維持管理に関すること。

⑽　その他警防に関すること。

救急救助係

⑴　救急救助計画に関すること。

⑵　救急救助資機材の整備及び維持管理に関すること。

⑶　救助指導会に関すること。

⑷　救急医療機関との連絡調整に関すること。

⑸　救急救助統計に関すること。

⑹　メディカルコントロール協議会に関すること。

⑺　その他救急救助に関すること。

指揮隊

⑴　警防活動業務の情報の収集及び提供に関すること。

⑵　消防活動部隊の安全管理及び消防指揮に関すること。

⑶　火災警戒区域に関すること。

⑷　現場広報に関すること。

⑸　その他指揮統制に関すること。
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指令課

指令係

⑴　通信計画に関すること。

⑵　通信施設整備及び維持管理に関すること。

⑶　出動指令及び管制業務に関すること。

⑷　通信記録に関すること。

⑸　非常招集に関すること。

⑹　災害に関する情報及び統計に関すること。

⑺　防災関係機関との連絡調整に関すること。

⑻　気象観測及び警報に関すること。

⑼　その他消防通信に関すること。

消防署分掌事務

庶務係

⑴　文書の収受発送及び保管管理に関すること。

⑵　公印の管理に関すること。

⑶　予算の執行及び経理に関すること。

⑷　安全運転管理者に関すること。

⑸　その他庶務に関すること。

予防係

⑴　防火防災の指導及び広報に関すること。

⑵　予防査察及び違反処理に関すること。

⑶　消防用設備等に関すること。

⑷　防火管理者及び防災管理者に関すること。

⑸　火災予防条例に規定する各種届出に関すること。

⑹　火薬類の取締りに関すること。

⑺　民間防火組織並びに自主防災組織の訓練及び育成指導に関すること。

⑻　その他予防業務に関すること。

警防係

⑴　水火災その他の災害の警防及び対策に関すること。

⑵　地水利に関すること。

⑶　火災の原因及び損害調査に関すること。

⑷　消防団の訓練指導等に関すること。

⑸　り災証明に関すること。

⑹　車両及び警防資機材の整備及び維持管理に関すること。

⑺　消防機械器具等の操作技術訓練に関すること。

⑻　警防計画及び警戒に関すること。

⑼　救助業務に関すること。

⑽　救助訓練に関すること。
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⑾　救助用資機材の管理に関すること。

⑿　その他警防業務に関すること。

救急係

⑴　救急業務に関すること。

⑵　応急手当等の指導及び普及に関すること。

⑶　救急証明に関すること。

⑷　救急資機材の管理に関すること。

⑸　その他救急業務に関すること。
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11　消防職員配置状況　　　　                     　　　　　  

1 1

2 2

3 3 2 1 5 (1) 14 (1)
うち組合出向 2 1 1 4
うち派遣 1 1
うち研修 1 5 (1) 6 (1)

1 2 2 5

1 2 2 3 1 9

1 1 2 5 2 11

4 10 7 (1) 9 10 (1) 40 (2)

1 2 9 3 11 (1) 8 (1) 34 (2)

1 9 4 3 17

1 6 15 37 20 (1) 28 (1) 26 (3) 133 (5)
※（）内は女性消防職員の数

12　階級別勤務年数　　　　　　　　　　　　　　　　      

1 20 (2) 21 (2)

1 17 6 (1) 24 (1)

12 (1) 10 (1) 22 (2)

11 7 18

9 9

1 6 15 17 39

1 6 15 37 20 (1) 28 (1) 26 (3) 133 (5)

※（）内は女性消防職員の数

13　階級別年齢表　　　　　　　　　　　                          

1 1

21 (3) 21 (3)

23 (1) 4 27 (1)

1 17 (1) 5 23 (1)

11 3 14

12 12

3 12 15

6 1 7

1 6 5 12

1 1

1 6 15 37 20 (1) 28 (1) 26 (3) 133 (5)

※（）内は女性消防職員の数

59.2

26 ～ 30

31 ～ 35

20 ～ 25

41 ～ 45

46 ～ 50

51 ～ 55

56 ～ 60

　　　　　階級
年齢(歳)

34.3 29.1

消防士長

43.4

消防司令補消防監 消防司令長 消防司令

合　　計

平均年齢 60.0

61 ～ 65

36 ～ 40

54.1

18 ～ 19

37.0

消防士

3.2 17.3

（令和4年12月31日現在）

消防副士長

8.2

計消防士

23.0

40.0 39.7 34.2 23.3 13.4

消防士長 消防副士長

10～15年未満

15～20年未満

20～25年未満

  5～10年未満

　　　　　階級
勤務年数

消防司令補

合　　計

消防監 消防司令長 消防司令

25年以上

平均勤続年数

（令和4年12月31日現在）

消
防
本
部

消防長

理 事

次 長

管理課

予防課

警防課

指令課

岩沼消防署

亘理消防署

山 元 分 署

合　　計

計

5年未満

（令和4年12月31日現在）
　　　　　階級
　区分

消防監 消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士 計
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14　消防職員技能資格取得状況

備考

17 (2)

7 (1)

うち５ｔ限定 4 (1)

40 (2)

うち８ｔ限定 15

69

3

1

45 (1)

51

2

24

4

1

4

87 (5)

38

1

3

1

4

7

5

107 (5)

6

12

17

6

40

38 (2)

51

50

7

18

3

1

10

21

4

5

4

1

1

1

1
※（）内は女性消防職員の数

（令和4年12月31日現在）

取得状況

自動車免許

普通

準中型

中型

大型

大型特殊

けん引

資格の種類

ガス溶接

アーク溶接

毒劇物取扱責任者

航空特殊無線技士

自動二輪車（各種）

小型船舶操縦士

１級

２級

特殊

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習

特定化学物質等作業主任者

潜水士

救急救命士

玉掛け技能講習

小型移動クレーン運転技能講習

フォークリフト運転技能講習

小型車両系建設機械運転

消防設備士

防火対象物点検資格者

甲種

乙種１類

　　　２類

特殊無線

電気工事士

１級

２級

３級

第１種

第２種

危険物 取扱者
　　　３類

　　　４類

　　　５類

　　　６類

丙種

液化石油ガス設備士

測量士補

防災士

介護福祉士

予防技術資格者

防火査察

消防用設備等

危険物

第１種衛生管理者

- 14 -



指揮１号車
宮城800せ
7430

H25.2 トヨタ 指揮車 岩沼指揮1

指揮２号車
宮城800さ
8624

H13.2 ニッサン 指揮車 岩沼指揮2

ポンプ１号車
宮城800せ
4633

H23.3 日野 消防ポンプ自動車 岩沼ポンプ1 CD-Ⅰ型

ポンプ２号車
宮城800は
3125

R3.3 日野 放水塔付消防ポンプ自動車 岩沼ポンプ2

タンク車
宮城800は
3028

R2.1 日野 水槽付消防ポンプ自動車 岩沼タンク1 水Ⅰ-A型

化学車
宮城800は
2632

H27.11 日野 化学消防自動車 岩沼化学1 Ⅱ型

救助工作車
宮城800は
2377

H26.1 日野 救助工作車 岩沼救助1 Ⅱ型

資機材搬送車
宮城800す
4403

H15.6 三菱 資機材搬送車 岩沼搬送1

救急１号車
宮城800せ
7383

H25.1 トヨタ 高規格救急自動車 岩沼救急1 予備車

救急２号車
宮城800そ
5322

R4.1 トヨタ 高規格救急自動車 岩沼救急2

救急３号車
宮城800せ
7501

H25.2 トヨタ 高規格救急自動車 岩沼救急3

広報車
宮城880あ
490

H19.3 ダイハツ 広報車 岩沼広報1

タンク車
宮城800は
1926

H23.9 日野 水槽付消防ポンプ自動車 亘理タンク1 水Ⅱ型

水槽車
宮城800は
3129

R3.3 いすゞ 大型水槽車 亘理水槽1 積水10ｔ

救助工作車
宮城800は
3038

R2.2 日野 消防ポンプ付救助工作車 亘理救助1

資機材搬送車
宮城800そ
4720

R3.3 いすゞ 資機材搬送車 亘理搬送1

救急１号車
宮城800そ
5911

R4.10 トヨタ 高規格救急自動車 亘理救急1

救急２号車
宮城800そ
1380

H29.2 トヨタ 高規格救急自動車 亘理救急2

指揮車
宮城800そ
5397

R4.2 トヨタ 指揮車 亘理指揮1

指令車
宮城800た
23

H10.5 トヨタ 指令車 亘理指令1

ポンプ車
宮城800せ
8593

H26.1 日野 消防ポンプ自動車 山元ポンプ1 CD-Ⅰ型

タンク車
宮城800は
2876

H30.2 日野 水槽付消防ポンプ自動車 山元タンク1 水Ⅰ-A型

救急車
宮城800そ
5935

R4.11 トヨタ 高規格救急自動車 山元救急1

指揮車
宮城880あ
1530

H25.3 ニッサン 指揮車 山元指揮1

消
防
本
部

岩
沼
消
防
署

亘
理
消
防
署

山
元
分
署

15　消防用車両の保有状況

（令和4年12月31日現在）
　 区分

所属
車両名称 登録番号 登録年月 車名 種　　　別 無線呼称 備考
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17　消防用車両の配備状況

消 防 本 部 2 2

岩沼消防署 2 1 3 (1) 1 1 2 10 (1)

亘理消防署 1 1 1 2 1 1 1 8

山 元 分 署 1 1 1 1 4

合　　計 4 4 3 6 (1) 1 2 1 3 24 (1)

※配備状況は整備指針とは異なる
※ポンプ付き救助工作車はポンプ車として計上
※（　）内は予備車

計

　　　種　別

　区　分

指揮車
消　防
ポンプ
自動車

水槽付消
防ポンプ
自動車

高規格
救　急
自動車

救　助
工作車

資機材
搬送車

小型動力
ポンプ付
水槽車

その他
の車両

※予備車を除いた数を計上

（令和4年12月31日現在）

（単位：台）

※ポンプ付き救助工作車はポンプ車として計上

救 急 自 動 車 5 5

救 助 工 作 車 2 1 ▲ 1

消 防 職 員 213 133 ▲ 80

※消防職員の条例定数は125人である

は し ご 自 動 車 1 ▲ 1

化 学 消 防 車 1 1

署 所 の 数 3 3

消防ポンプ自動車 6 7 1

16　消防力の整備指針と現有消防力

（令和4年12月31日現在）

区　　分 基　　準 現　　有 過不足数
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市
町
別

   地区別 公設 私設 公設 私設 プール 池 河川溝等

岩沼 318 4 15 16 2 1

千貫 337 9 2 5 2

玉浦 321 5 4 1 1 4

亘理 178 5 28 1 4 5 7

荒浜 53 13 2 1 4

吉田 106 1 37 1 3 6 5

逢隈 140 3 31 1 2 7 5

山下 253 7 59 4 22 9

坂元 89 3 34 2 3 22 4

1,795 23 231 25 23 69 41

岩
沼
市

亘
理
町

山
元
町

合　　　計

18　管内の消防水利状況

（令和4年12月31日現在）

　　　　　　種　別　 消火栓 防火水槽 その他
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＜警　防＞

火災１件、車両火災３件、その他の火災１１件である。

主な出火原因はその他９件、不明・調査中６件、放火４件、放火の疑い３件、た

ばこ２件、こんろ、焼却炉、ストーブ、煙突・煙道、電気機器、電灯・電話等

1　 火災概要

の配線、配線器具、火あそび、マッチ・ライター、たき火、取灰各１件で、損害額

令和４年中の総出火件数は３４件で、火災種別については建物火災１９件、林野

については９９，２７７千円となっている。

死傷者については死者２人、負傷者２人が発生している。

初期消火の状況については、出火件数３４件のうち２６件で実施され、その内

２０件に効果があり、被害を最小限に食い止めた。

放水塔付き消防ポンプ自動車
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区 分 単位

ａ

人

件

※　出火率とは、人口１万人に対する火災発生件数

※ 出 火 率 2.5 3.9 8.4 3.8

0 0 0

そ の 他 59 54 22 135

計 24,430 47,774 27,073 99,277

25,854 95,508

林 野 0 0 0 0

り 災 人 員 10 23 0 33

損
 
害
 
額

建 物

千円

21,934 47,720

車 両 2,437 0 1,197 3,634

船 舶 0

6

計 3 8 0 11

4

半 損 1 0 0 1

り
災
世
帯
数

全 損

世帯

1 3 0

小 損 1 5 0

2

負 傷 者 0 1 1 2

林 野 焼 損 面 積 0 0 1 1

死 者
人

0 2 0

4 1 0

1,544

建物焼損表面積 4 18 0 22

計 8 17 6 31

建物焼損床面積
㎡

355 887 302

焼
損
棟
数

11

計 11 13 10 34

5

ぼ や 2 5 2 9

15

半 焼 1 1 0 2

全 焼

棟

1 10 4

部 分 焼

3

船 舶 0 0 0 0

19

林 野 0 0 1 1
火
災
件
数

建 物

件

6 10 3

車 両 2 0 1

そ の 他 3 3 5

2　市町別の火災発生状況

（令和4年12月31日現在）

項 目 岩沼市 亘理町 山元町 計
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3

2

計 4 4 7 4 2 6 7

山元町 2 2 2 1 1

亘理町 2 1 2 1

5　時間別の火災発生件数

（令和4年12月31日現在）

1 3

岩沼市 1 3 2 3 2

      　 曜日別
 市町別

日 月 火 水 木 金 土 不明

4　曜日別の火災発生件数　

（令和4年12月31日現在）

3　月別の火災発生件数
（令和4年12月31日）

1

4

1
3

11 1
1

2

1
1

4

2
1

3

2

1

2

2
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

岩沼市 亘理町 山元町

（件）

1 1 1

2

4

1 1

2 2

1 1

3

2

1 11 1

2

4

1 1

0

1

2

3

4

5

0時～ 2時～ 4時～ 6時～ 8時～ 10時～12時～14時～16時～18時～20時～22時～不明

岩沼市 亘理町 山元町

（単位：件）
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8

8　災害出動等の状況　　　　　　　　   

種別
山元町

回数 延人数

（令和4年12月31日現在）

回数 延人数 回数 延人数

岩沼市 亘理町

火災 9 140

3

11 179

7　初期消火状況

282

140

風水害等
(自然災害等)

5 54 9 33

1,041 95

特別警戒
(催物等の警戒)

※２　救急支援、警戒等、他の区分に属さないものを計上

その他
※２

199 747 115 397 86

※１　消火活動後、火災調査を行った場合は計上しないもの

34

23 69 22

6　原因別の火災発生件数

（令和4年12月31日現在）

34 102 66

誤報等 11 59 9 39

399

火災調査
※１

8 47 9 49 5 31

警防調査
(水利調査等)

347 285 133

たばこ 2件
こんろ 1件
焼却炉 1件
煙突・煙道 1件
電気機器 1件
電灯・電話等の配線 1件

配線器具 1件
火あそび 1件

マッチ・ライター 1件

たき火 1件

取灰 1件

放火 4件

放火の疑い 3件

その他 9件

不明・調査中

6件

建物 1件

建物 12件

建物 1件
建物 2件

建物

建物 3件

林野1件

車両1件

車両

車両1件

車両 1件
その他 3件

その他 4件

その他

その他 1件

その他 3件

0

2

4

6

8

10

12

14

16

粉末消火器 屋内消火栓 その他

建物 林野 車両 その他
（単位：件）

34件

水道、浴槽、汲み

置き等の水

屋外消火栓 初期消火なし
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9　 救急概要

約5％がコロナウイルス感染症の患者であり、救急件数の増加と現場活動時間の

遷延に影響がみられる。

　今年度当本部では、高規格救急自動車２台を更新。うち１台に県内初の電動ス

トレッチャーが導入され、これまでより安全で迅速な救急活動の一助となってい

る。

令和４年中の出動件数は４，７２３件（ 前年比４８５件増 ）、搬送人員は

４，２１０人（ 前年比３２８人増 ）であり、１日平均約１３件の割合で出動し

ており、前年と比較し出動件数及び搬送人員は増加している。また、出動件数の

- 22 -



⑴　事故種別救急出動件数

岩沼

亘理

山元

⑵　事故種別搬送人員

　  事故
　  種別

 区分

岩沼

亘理

山元

合計

 （単位：件）

406 74

4 224 57 12 528 9 30

1 89 4

1,059 130 1,500

（令和4年12月31日現在）

9 442 74

2,736 608 4,210

2 88 14 6 189 1 11

607

2

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

1,271 404 2,103

1 24 8

2

1

 （単位：人）

(1) (52)

※各署所の出動件数

(2)

2 1,711

1 25 8 1 97

3 22 1,228 1291 5 91 15 7 208

658

1,457 405278 92 6 120 35 6 27

その他の搬送

計転

院

医

師

資

器
材

そ

の
他

9 2,354

自
然
災
害

水

難

交

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

急

病

自
損
行
為

(15) (1) (28) (1) (12)

10　救急出動件数・搬送人員

（令和4年12月31日現在）

 　 事故
 　 種別

 区分

火

災

(190) (1) (9) (262)

(1) (3) (12) (1) (1) (20) (2) (11) (171) (1) (223)

(1) (4)

(8) (5) (36)

3,127 608

※各署所の出動件数

合計
(2) (7) (29) (1) (2) (56) (3) (28) (397) (1) (11) (537)

自
然
災
害

水

難

交

通

労
働
災
害

計

1

4 583 12 58

火

災

12 4,72311 236 58 14

※（）内は不搬送件数

急

病

そ

の

他

112 35 5 250 8 15

運
動
競
技

火災 4 
自然災害 0 

水難 11 
運動競技 14 

加害 12 
労働災害 58 

自損行為 58 

交通 236 

一般負傷 583 

急病 3,127 

その他

620 

事故種別救急出動件数（件）

岩沼消防署

49.8%亘理消防署

36.2%

山元分署

13.9%

署所別救急出動状況
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12　時間帯別の出動件数

軽症 中等症 重症 死亡 その他 合計

急 病 937 1,513 231 55 2,736

交 通 142 72 9 1 224

一般負傷 249 227 50 2 528

そ の 他 71 533 112 6 722

合　　計 1,399 2,345 402 64 4,210

（令和4年12月31日現在）

（単位：人）

11　月別の出動件数
（令和4年12月31日現在）

（単位：件）

（令和4年12月31日現在）

（単位：件）

13　事故種別・傷病程度別の搬送人員

183 160 170

350

522

651

566

506
523

463

370

259

0

100

200

300

400

500

600

700

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24(時間帯)

405

336
377

301

397 401
404

476

396 405 387
438

0

100

200

300

400

500

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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現場到着 ３分以上 ５分以上 10分以上 平均所要
所要時間 ５分未満 10分未満 20分未満 時間(分)

岩沼 20 230 1,632 455 17 2,354 7.7

亘理 15 80 935 645 36 1,711 9.3

山元 16 46 388 186 22 658 8.8

あぶくま 51 356 2,955 1,286 75 4,723 8.4 

15　市町別の救急事案発生件数

岩沼市 亘理町 山元町 管　外 合　計

件　数 2,359 1,649 710 5 4,723

搬送人員 2,116 1,436 656 2 4,210

管　内 名取市 仙台市 仙南地区 その他 県　外 合　計

搬送人員 1,741 112 2,044 209 11 93 4,210

（令和4年12月31日現在）

（単位：件）

16　地域別医療機関への搬送人員

（令和4年12月31日現在）

（単位：人）

※令和2年全国平均所要時間（8.9分）

14　現場到着所要時間別の出動件数（入電～現場到着）

（令和4年12月31日現在）

（単位：件）

３分未満 計20分以上

20 
230 

1,632 

455 

17 
15 

80 

935 

645 

36 16 46 

388 

186 
22 

51 

356 

2,955 

1,286 

75 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

３分未満 ３分以上５分未満 ５分以上10分未満 10分以上20分未満 20分以上

岩沼

亘理

山元

全体

（単位：件）
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急 病 交 通 一 般 その他 合 計

2,736 224 528 722 4,210

17 7 40 14 78

6 77 26 11 120

7 1 8

83 1 6 8 98

うち自動心臓マッサージ (34) (4) (2) 40

512 12 37 135 696

103 1 8 8 120

う ち 経 鼻 エ ア ウ ェ イ

う ち 異 物 除 去 (2) (2)

う ち 食 道 閉 鎖 式 (24) (1) (25)

う ち 気 管 挿 管 (1) (1)

34 5 39

19 30 94 29 172

4 4

15 1 16

99 1 7 5 112

心 肺 停 止 前 (43) (1) (2) (2) (48)

心 肺 停 止 後 (47) (5) (3) (55)

ブ ド ウ 糖 投 与 (9) (9)

46 5 4 55

ア ド レ ナ リ ン (46) (5) (3) (54)

エ ピ ペ ン (1) (1)

67 1 1 69

9 9

2,658 222 520 701 4,101

2,585 219 502 683 3,989

881 85 80 112 1,158

2,663 222 519 688 4,092

2,661 223 520 690 4,094

2,138 113 232 387 2,870

・「保温」とは、傷病者の状況から体温を保持する必要がある場合に行う保温処置をいう

心 電 図 測 定

血 糖 測 定

ブ ド ウ 糖 投 与

そ の 他 の 処 置

血 圧 測 定

聴 診

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定

応急処置の分類
・「止血」とは、止血帯・包帯等による止血処置をいう
・「固定」とは、副木等による固定又は安定保護をいう
・「人工呼吸」とは、口対口又は器具等による人工呼吸をいう
・「気道確保」とは、気道を確保するための処置並びに口腔内清拭及び吸引の処置をいう

※（ ）内は内訳

体 温 測 定

薬 剤 投 与

固 定

人 工 呼 吸

胸 骨 圧 迫

心 肺 蘇 生

酸 素 吸 入

気 道 確 保

保 温

被 覆

在 宅 療 法

除 細 動

静 脈 路 確 保

止 血

17　医療機関等へ搬送する間に行った応急処置の状況

（令和4年12月31日現在）
（単位：人）

　　　　　　　　　　事故種別
応急処置種別

応急処置対象人数
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小学生 中学生 高校生 一般

7 251 8 190 53

29 493 493

72 1,140 8 195 937

応急手当講習会
実技中心のケガや病気に
対する応急手当を身につ
ける事を目的とした講習

102 51 51

合計

19　心肺停止救急事案に対するバイスタンダー心肺蘇生件数

（令和4年12月31日現在）

（単位：件）

心肺停止救急事案件数 バイスタンダーCPR有 バイスタンダーCPR無

再講習

救命入門コース
短時間で正確な胸骨圧迫
やAEDの使い方を学ぶ講習

応急手当普及員 応急手当普及員講習受講
日から、３年以内に受講
する方のための講習

（２４時間）

上級救命講習 普通救命講習に加えて、
傷病者の管理法、副子固
定法、熱傷の手当、搬送
法を習得する講習

応急手当普及員講習 事業所の従業員等に対し
て、普通救命講習等の指
導にあたる方の講習

（４時間）

Ⅲ　普通救命講習 小児・乳児・新生児に対
する応急手当てを中心と
した講習

14 180 180
（３時間）

（８時間）

211
（３時間）

Ⅱ　普通救命講習 業務の内容、活動領域か
ら、一定の頻度で心停止
の対応をすることが期待
される者に対する講習

Ⅰ　普通救命講習 心肺蘇生法・AEDの使用方
法を主体とした、住民が
受講する一般的な講習

22 216 5

18　救命講習会・応急手当講習会等の実施状況

（令和4年12月31日現在）
（単位：人）

講習会種別 内容 回数 人数
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20　救助概要

　令和４年中における救助概要は、出動件数４６件、内活動件数３４件、救助人

員３４人となっている。

　交通事故をはじめ、各種災害事象が複雑多様化しており、これら救助事案に対

応するため、更なる救助体制の充実強化に努めている。

⑴　出動件数及び活動件数

　　前年と比較し交通事故の件数が増加しており、新型コロナウィルスによる行

　動制限の緩和で人の流れが増えたことが要因と考えられる。

　

　

　　出動件数の内訳は、交通事故が２１件と最も多く、次いで建物等による事故

⑵　救助人員

　　救助人員の内訳は、建物等による事故、交通事故が共に１０人、その他の事

　故、水難事故が共に６人、火災、機械による事故がそれぞれ１人となっている。

　が１１件、その他の事故、水難事故が共に６件、火災、機械による事故がそれ

　ぞれ１件となっている。

　　活動件数の内訳は、建物等による事故、交通事故が共に１０件、その他の事

　故、水難事故が共に６件、火災、機械による事故がそれぞれ１件となっている。

旧岩沼市亀塚保育所を使用した救助訓練の様子
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6

合 計 20 11 2 1 34

そ の 他 の 事 故 2 4

破 裂 事 故

ガス及び酸欠事故

1

建物等による事故 6 3 1 10

機 械 に よ る 事 故 1

1 6

風水害等自然災害

水 難 事 故 4 1

1

交 通 事 故 8 2 10

火 災 1

時間 救 出 に 要 し た 時 間

事故種別 10分未満 10～19分 20～29分 30～59分 60～119分 120分以上 計

22　救助所要時間

（令和4年12月31日現在）
（単位：件）

11 57 42 313

10 6 341

活動人員 17 109 77

救助人員 1 10 6

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

6 34

11 6 46出動件数 1 21 6 1

事故
種別

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

機

械

に

よ

る

事

故

活動件数 1 10 6 1 10

21　救助活動状況

（令和4年12月31日現在）
（単位：件・人）

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

計

区分
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（令和4年12月31日現在）

2

不 搬 送 42

9

2

9

1 10 6 34合計 1 10 6

3

4

軽 症

中 等 症 5

1 1

死 亡

重 症 2

1 1 6

4

2 10

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

水

難

事

故

風

水

害

等

自

然

災

害

事故
種別

交

通

事

故

火

災

計

傷病
程度

23　事故種別による傷病程度

（単位：人）

そ

の

他

の

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

都市型救助資器材を使用した救助訓練の様子
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救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令　別表１関係

種別 品名 合計 岩沼消防署 亘理消防署 山元分署

かぎ付はしご 6 3 2 1

三連はしご 10 4 4 2

金属製折りたたみはしご又はワイヤはしご 2 1 1

空気式救助マット 1 1

救命索発射銃 3 1 2

サバイバースリング又は救助用縛
バク

帯 10 5 5

平担架

油圧ジャッキ 1 1

油圧スプレッダー

可搬ウィンチ 5 3 2

マンホール救助器具 2 1 1

油圧切断機

エンジンカッター 9 4 3 2

ガス溶断器

チェーンソー 9 4 3 2

鉄線カッター 17 5 3 9

万能斧 32 19 8 5

ハンマー 11 6 2 3

携帯用コンクリート破壊器具 4 1 2 1

可燃性ガス測定器 3 1 1 1

有毒ガス測定器 3 1 1 1

酸素濃度測定器 3 1 1 1

放射線測定器 11 8 2 1

呼吸保護用
器具

空気呼吸器（予備ボンベを含む。） 43 19 17 7

耐電手袋 10 5 3 2

携帯警報器 45 22 16 7

防毒マスク 31 20 8 3

化学防護服（陽圧式化学防護服を除く。） 18 13 3 2

陽圧式化学防護服 4 2 2

耐熱服 7 3 2 2

放射線防護服（個人用線量計を含む。） 2 2

検索用器具 簡易画像探索機 2 1 1

検知・測定
用器具

隊員保護用
器具

破壊用器具

24　救助資機材保有状況

（令和4年12月31日現在）

一般救助用
器具

重量物排除
用器具

切断用器具
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種別 品名 合計 岩沼消防署 亘理消防署 山元分署

潜水器具一式

救命胴衣 114 50 50 14

水中投光器

救命浮環 17 10 5 2

浮標

救命ボート 13 7 4 2

船外機 5 3 2

水中無線機

水中時計

山岳救助用
器具

バスケット担架 4 3 1

投光器一式 12 6 4 2

携帯投光器 39 15 16 8

携帯拡声器 37 20 11 6

携帯無線機 3 3

応急処置用セット 4 2 1 1

その他の携帯救助工具 3 2 1

救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令　別表２関係

種別 品名 合計 岩沼消防署 亘理消防署 山元分署

マット型空気ジャッキ一式 2 1 1

大型油圧スプレッダー 6 4 1 1

空気鋸 2 1 1

大型油圧切断機 6 4 1 1

空気切断機 1 1

コンクリート・鉄筋切断用チェーンソー

削岩機 3 3

ハンマドリル 1 1

酸素呼吸器（予備ボンベを含む。） 5 5

送排風機 3 2 1

エアラインマスク 1 1

耐電衣 2 2

耐電ズボン 2 2

耐電長靴 7 2 3 2

ロープ登降機

発電機 11 4 3 4

破壊用器具

呼吸保護用
器具

隊員保護用
器具

その他の救
助用器具

水難救助用
器具

その他の救
助用器具

重量物排除
用器具

切断用器具
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域住民に対し指令室の理解を深めてもらい、より身近で開かれた通信指令室

を目指しています。

帯電話からの１１９番通報は２，２２４件の計４，４６３件で、加入電話からの

通報が１８９件、ＮＥＴ１１９が１件、その他の通報が７０件となっている。

救助は４６件中、固定・ＩＰ電話からの１１９番通報が６件、携帯電話からの

１１９番通報は２８件の計３４件となり、加入電話からの通報は１２件

となっている。

本年は広報誌「あぶくま消防指令課だより」を作成。ホームページに掲載し、地

＜指　令＞

令和４年中における災害種別ごとの覚知内訳は、火災は３４件中、固定・ＩＰ電

話からの１１９番通報が９件、携帯電話からの１１９番通報は１６件の計２５件

で、加入電話からの通報が３件、事後聞知が６件となっている。

救急は４，７２３件中、固定・ＩＰ電話からの１１９番通報は２，２３９件、携

1　通信指令概要
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（A）＋（B）

間違い問い合わせ

6

（令和4年12月31日現在）

覚知種別

固定・
ＩＰ電話

携帯電話

合計（A）

1 1

60

15

341 267

覚 知 種 別

加入電話

駆け付け

自己覚知

NET119

事後聞知

9

34

6

火災

合計（B）

覚知状況合計

いたずら

24 356 805

合計

1,907

回線試験

114

その他通報訓練

121 402

4,723 46 404 5,207

260 12

31 46

55 5

救急 救助 その他の災害 計

3 189 12 85 289

（令和4年12月31日現在）

火災

9

16

25 

2,239

救急

2,224

4,463

　⑶　災害以外の１１９番受信件数

その他の災害

107

176

283

計

2,361

2　緊急通報の覚知状況

　⑴　１１９番覚知状況（災害）

　⑵　１１９番以外の覚知状況（災害）

（令和4年12月31日現在）

救助

6

28

34

2,444

4,805
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指令台 ２台

制御処理装置 ２台

　〃　：ディスプレイ ２台

地図等検索装置 ２台

　〃　：ディスプレイ ２台

長時間録音装置 １台

非常用指令装置 １台

指令制御装置 １台

携帯電話・IP電話受信転送装置 １台

署所端末装置 ３台

車両運用表示盤 １面

支援情報表示盤 ４面

多目的表示盤 ４面

映像制御装置 １台

着信表示盤 １面

 3 無線統制台 無線統制台 １台

指令情報送信装置 １台

指令情報出力装置 ３台

 5 気象観測装置 ３台

 6 災害状況等自動案内装置 １台

 7 音声合成装置 １台

車両運用端末装置：Ⅲ型 ８台

車両運用端末装置：Ⅱ型 １４台

簡易動態端末装置 ２台

車外設定端末装置 ８台

 9 システム監視装置 １台

10 119番補助受付装置 ２台

11 駆け付け通報装置 ４台

12 NET119受信装置 １台

13 順次指令装置 １台

無線装置 ５架

無線回線制御装置 １架

管理監視制御卓 １台

空中線フィルター １台

空中線 １台

DC／ACインバータ ２台

15 IP電話・携帯電話位置情報受信装置 １台

情報管理サーバ １台

消防OA端末 １５台

非常用発動発電機 ４台

無停電電源装置 ３台

直流電源装置　48V １台

18 避雷設備 １式

１式

20 統合型発信地表示システム １式

21 監視カメラ装置 １０台

19 携帯一斉指令用サーバー

16 消防情報支援（消防OA）システム

17 電源設備

3　通信関連施設・設備一覧

 1 指令装置

 2 表示盤

 4 指令伝送装置

 8 出動車両運用管理装置

14 無線設備
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4　通信施設状況

回線数 現有数

2 3

22 1

1 3

3 5W　 27

2 5W　 25

2 1W　 20

1 5W　 2

4 10W　 4

1 5W　 2

1

1

1

1

2

5　通信指令系統図

区　分 区　分

有
　
　
線
　
　
系

 一般回線

無
　
　
線
　
　
系

基
地
局

活 動 波

 １１９番回線(固定・IP・携帯・衛星) 主 運 用 波

 ＮＥＴ１１９緊急通報システム 統 制 波

 局線専用

移
　
動
　
局

消
防
本
部

車　載

 緊急通報システム(ﾍﾙﾌﾟﾈｯﾄ)
携　帯

 統合型発信地表示システム

 宮城県総合防災情報システム 卓上型

 災害情報ダイヤル
可　搬

 岩沼市ﾃﾞｼﾞﾀﾙ移動通信システム

 仙台空港トンネル内
　　　　事故表示システム

1
 岩沼市防災行政無線

 亘理町防災行政無線

 姥ケ懐トンネル内
　　　　事故表示システム

1
 山元町防災行政無線

 宮城県防災無線(地上系)

 角田山元トンネル内
　　　　事故表示システム

1
 宮城県防災無線(衛星系)

通
信
指
令
室

宮城県地域医療情報
センター(ﾈｯﾄ回線)

活動波３移動局

（消防団）

統制波１・２・３移動局
(全国)

主運用波移動局(県)

活動波1・２ 移動局

宮城県総合防災情報

システム（ＭＩＤＯＩ)

ＦＡＸ１１９受信装置

車両運用
端末装置

消防職員・消防団員
医療等その他関係機関

１１９番回線
固定・ＩＰ １２局

携 帯 ８局
衛星通信 ２局

宮城県防災無線

各市町

防災行政無線

仙台東部道路専用回線

消防情報支援システム １５台

多言語電話通訳
（１９ヵ国語 ２４時間対応）

ＮＥＴ１１９緊急通報システム

１１９番
録音装置

発信地表示

システム
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2　 各種団体訓練指導状況

巡回広報

（令和4年12月31日現在）

220回 660人一般火災予防広報

548

（令和4年12月31日現在）

※ 救急講習会の実施状況と重複計上あり

3　 巡回広報状況

290

46

7,115

905

合　計

総合防災訓練

消防団訓練

70

1

5

防火教室

署見学来庁

98 8,904

自主防災訓練

消防訓練

14

8

人　数

法令改正に対応しながら適切な立入検査を実施し、火災予防対策について重点

的に指導を行うとともに、防火・防災対策の充実強化を図るため、防火ポスター

の掲示、防火教室、消防訓練等を通じ更なる地域防災力の向上に努めている。

        　 　　　　区　分
　
　　　種　別

回 　数

件となっている。

＜予　防＞

1　 予防概要

あぶくま消防本部管内における令和４年中防火対象物の総数は２，４８１棟、

危険物施設は３６７施設となっている。

防火対象物立入検査実施件数は５３０件、危険物施設立入検査実施件数は１５９
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計 岩沼市 亘理町 山元町

2,481 1,343 772 366

イ 劇 場 等 4 4

ロ 公 会 堂 等 57 17 22 18

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等 5 3 2

ハ 風 俗 営 業 等

ニ 個 室 ビ デ オ 店 等

イ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 40 22 12 6

4 店 舗 等 138 71 49 18

イ 旅 館 等 17 7 8 2

ロ 共 同 住 宅 511 345 138 28

イ 病 院 等 62 29 20 13

ロ⑴ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 30 11 14 5

ロ⑸ 障 害 者 支 援 施 設 等 6 3 2 1

ハ⑴ 老人デイサービスセンター等 28 17 5 6

ハ⑶ 保 育 所 等 30 14 14 2

ハ⑷ 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等 7 6 1

ハ⑸ 障 害 者 就 労 支 援 施 設 等 17 11 5 1

二 幼 稚 園 等 14 5 2 7

7 学 校 95 49 31 15

8 図 書 館 等 4 1 1 2

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場

10 停 車 場 2 1 1

11 神 社 ・ 寺 院 等 37 21 8 8

イ 工 場 ・ 作 業 場 488 244 147 97

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

イ 自 動 車 車 庫 等 17 7 5 5

ロ 飛 行 機 格 納 庫 等 16 16

14 倉 庫 359 189 133 37

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 352 182 90 80

イ 特定用途を含む複合用 途対 象物 102 57 37 8

ロ 前 イ 以 外 の 複 合 用 途 対 象 物 32 15 14 3

17 文 化 財 に 指 定 さ れ た 建 造 物 11 2 6 3

16

2

3

5

6

9

12

合 計

4　市町別の防火対象物数

13

1

（令和4年12月31日現在）

（単位：棟）

　                       　　　市 町 別
　　項　別
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5　中高層建築物の現況                             　　　　　　　　

（単位：棟）

岩沼 亘理 山元 岩沼 亘理 山元 岩沼 亘理 山元

192 136 37 19 52 29 20 3 62 59 3

イ 1 1

ロ 2 1 1

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ 2 2

4 2 2

イ 1 1 1 1 3 2 1

ロ 61 44 11 6 28 13 15 45 44 1

イ 6 3 1 2 2 1 1 2 2

ロ⑴ 2 1 1 1 1

ロ⑸

ハ⑴ 1 1

ハ⑶

ハ⑷

ハ⑸

二 1 1

7 28 14 10 4 2 1 1

8 1 1

イ

ロ

10

11

イ 25 21 3 1 4 4 1 1

ロ

イ

ロ 3 3

14 2 2 4 4

15 31 22 5 4 4 2 2 2 2

イ 20 14 6 2 2 7 7

ロ 8 7 1 1 1

17

（令和4年12月31日現在）

      階別

項別

３階 ４階 ５階以上

9

12

13

16

合 計

1

2

3

5

6
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消防法第８条
適用

防火対象物

防火管理者
選任

防火対象物

消防計画
届出

防火対象物

551 491 478

イ 劇 場 等 3 3 3

ロ 公 会 堂 等 62 56 56

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等 5 5 5

ハ 風 俗 営 業 等

ニ 個 室 ビ デ オ 店 等

イ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店 38 37 37

4 店 舗 等 97 78 77

イ 旅 館 等 11 11 11

ロ 共 同 住 宅 28 20 20

イ 病 院 等 20 19 19

ロ⑴ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 22 22 22

ロ⑸ 障 害 者 支 援 施 設 等 4 4 4

ハ⑴ 老人デイサービスセンター等 14 13 12

ハ⑶ 保 育 所 等 26 25 24

ハ⑷ 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

ハ⑸ 障 害 者 就 労 支 援 施 設 等 4 3 3

二 幼 稚 園 等 7 7 7

7 学 校 30 30 30

8 図 書 館 等 3 3 3

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ 公 衆 浴 場

10 停 車 場

11 神 社 ・ 寺 院 等 15 12 11

イ 工 場 ・ 作 業 場 46 41 40

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等

イ 自 動 車 車 庫 等

ロ 飛 行 機 格 納 庫 等 3 2 2

14 倉 庫 12 9 6

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 35 33 32

イ 特定用途を含む複合用 途対 象物 62 55 52

ロ 前 イ 以 外 の 複 合 用 途 対 象 物 4 3 2

17 文 化 財 に 指 定 さ れ た 建 造 物

2

6　防火管理者選任状況

（令和4年12月31日現在）

　                       　　　区　　別
　　　項　　別

合 計

1

16

3

5

9

12

13

6
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件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

530 1,590 241 723 204 612 85 255

イ 1 3 1 3

ロ 21 63 10 30 5 15 6 18

イ

ロ 4 12 3 9 1 3

ハ

ニ

イ

ロ 9 27 3 9 5 15 1 3

4 61 183 34 102 22 66 5 15

イ 15 45 9 27 6 18

ロ 9 27 1 3 8 24

イ 23 69 11 33 6 18 6 18

ロ⑴ 23 69 11 33 7 21 5 15

ロ⑸ 3 9 3 9

ハ⑴ 5 15 4 12 1 3

ハ⑶ 7 21 3 9 3 9 1 3

ハ⑷ 1 3 1 3

ハ⑸ 7 21 6 18 1 3

二 2 6 2 6

7 30 90 27 81 3 9

8 2 6 2 6

イ

ロ

10

11 6 18 3 9 2 6 1 3

イ 124 372 70 210 39 117 15 45

ロ

イ 4 12 1 3 2 6 1 3

ロ

14 60 180 25 75 29 87 6 18

15 72 216 28 84 22 66 22 66

イ 32 96 13 39 16 48 3 9

ロ 1 3 1 3

17 8 24 8 24

6

9

12

13

16

7　防火対象物立入検査実施件数

（令和4年12月31日現在）

署　別 計 岩沼消防署 亘理消防署 山元分署

5

　　　　　件数
　　　　　人員
　項別

計

1

2

3
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８　危険物事務取扱（申請）状況

９　危険物事務取扱（届出）状況

4 131合 計 5 4 42 40 36

一 般 取 扱 所 1 5 3 20 1 30

第 二 種 販 売 取 扱 所

40

第 一 種 販 売 取 扱 所

給 油 取 扱 所 15 10 15

屋 外 貯 蔵 所 1 1

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 1 2 1 2 6

1 15

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 1 2 11

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 2 11 7 20

屋 内 貯 蔵 所 4 9 6

製 造 所

19

5 7 3

  　　　　　　　　 各届出

製造所等の区分
譲渡引渡

品名・数量
倍 数 変 更

保安監督者
選 任 解 任

名称等変更 軽微な変更 廃　止 その他 計

（令和4年12月31日現在）

仮貯蔵 ・仮取扱 承認申請

合 計 9 9 5 8 1 4 601 8

1 2 15仮 使 用 承 認 申 請 3 2 1 2 1 3

取扱所 1 4 1 3 1 1 15

水 張 ・ 水 圧 検 査 申 請 2

2 2

2

1 2 61 1 1

13

完成検査申請

製造所

1 3 1変更 3 2 1 2

貯蔵所

1 2

5

取扱所
設置 1

2 1
貯蔵所

2 2

変更 1 1

設置

変更

許

可

申

請

製造所
設置

6月

（令和4年12月31日現在）
 　　　　　　　　　月別
　区分

1月 2月 3月 4月 5月 12月 計7月 8月 9月 10月 11月
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１０　市町別の危険物施設設置状況

　　　  区分

   市町別

製

造

所

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

第
一
種
販
売
取
扱
所

第
二
種
販
売
取
扱
所

一

般

取

扱

所

合

計

岩 沼 市 1 37 39 40 18 7 39 39 220

亘 理 町 16 23 1 12 11 2 14 15 94

山 元 町 2 2 10 1 21 2 7 8 53

合 計 1 55 64 1 62 1 50 11 60 62 367

１１　危険物施設立入検査実施件数

　　　  区分

   項　目

製

造

所

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

第
一
種
販
売
取
扱
所

第
二
種
販
売
取
扱
所

一

般

取

扱

所

合

計

立 入 検 査
対 象 施 設 数
立 入 検 査
実 施 数

1 6 27 17 48 1 25 34 159

12　液化石油ガス販売施設状況

13　月別の建築確認申請処理状況

　　　    月別
工事別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

新築 10 9 7 8 9 8 13 14 9 14 14 13 128

増築 1 1 2

改築

移転

用途変更 1 1 3 5

その他

（令和4年12月31日現在）

        　 市町別
　項　目

岩 沼 市 亘 理 町 山 元 町 合 計

販売施設数 13 14 4 31

（令和4年12月31日現在）

（令和4年12月31日現在）

（令和4年12月31日現在）

1 55 64 1 62 1 50 11 60 62 367
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3 8 3 5 4 5 1 6 3 1 2 2

7 12 16 11 10 15 13 7 7 10 6 9

9 3 10 4 3 3 9 8 5 5 2 2

36 28 73 76 68 88 77 39 39 63 89 98

4 7 14 21 17 11 11 4 16 11 5 3

3 6 13 20 18 10 7 4 11 9 5 6

1 1 1 1 1 1 2 1 1

2 1 1 1 1 1 1 1 1

1 3 7 2 3 4 10 2 6 1 2

7 4 1 1 5 1 1 2 8 6 3 4

2 1 8 8 3 6 2 3 1 4 2 2

1 2 1 3 2 1 2 2 4 1

51 37 66 39 19 10 13 5 12 52 57 40

10 9 7 3 5 5 9 6 24 14 18 16

1 4 1 1 1

1 2 7 3 4 3 1 10 3 1 2 2

火 薬 類 取 締 り
関 係 届 出

8

防 火 対 象 物
定 期 点 検 報 告

39

圧縮アセチレン
ガ ス 等 の 届 出

19

火 煙 発 生 届 出 401

道 路 工 事 届 出 126

燃 料 電 池 発 電
・ 発 電 ・ 変 電 ・
蓄 電 池 設 置 届 出

41

少 量 危 険 物 ・
指定可燃物届出

43

保 安 監 督 者
選任・解任届出

42

炉・ヒートポンプ・
ボイラー設置届出 10

水素ガスを充填する
気 球 の 届 出

煙 火 打 上 げ ・
仕 掛 け 届 出

10

消 防 用 設 備 等
点 検 報 告

774

消防計画書届出 124

防 火 管 理 者
選任・解任届出

112

消 防 用 設 備 等
着 工 届 出

43

消 防 用 設 備 等
設 置 届 出

123

防 火 対 象 物
使 用 開 始 届 出

63

1

１5　各種届出処理状況

（令和4年12月31日現在）

　　　　　月別
種別

計

合　計 117 115 1

山　元　町 20 20

亘　理　町 28 28

用途変更 その他

岩　沼　市 69 67 1 1

　　　         工事別
市町別 合　計 新　築 増　築 改　築 移　転

１4　市町別の建築同意件数

（令和4年12月31日現在）
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山
元
町

岩沼市防災連絡協議会 昭和60年4月23日 178

亘理地区防災安全協会 平成10年4月23日 205

山　元 17 2,395

１8　防災安全協会設置状況

名　　称 設立年月日 会員数（人）

（令和4年12月31日現在）

亘
理
町

亘　理 13 2,508

荒　浜 4 354

吉　田 14 1,503

逢　隈 15 3,695

計 79 13,060

岩
沼
市

岩　沼 3 1,082

千　貫 7 652

玉　浦 6 871

１7　婦人防火クラブ加入状況

区　分
　地区別

クラブ数 会員数(人)

（令和4年12月31日現在）

亘 理 町 7 285

山 元 町 3 144

計 14 1,122

岩 沼 市 4 693

１6　幼年消防クラブ加入状況

区　分
　市町別

クラブ設置数 クラブ員数(人)

（令和4年12月31日現在）
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